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相模原市に四十年以上住んでいるので、なぜ相模をサガミと読むのか気にしていた。漢音ならシュウボであり、呉音ならソウモである。似ているところもあるが、とても「サガミ」とは発音できない。だからと言って、古語辞典にも説明がないし、訓読みにも思い当たる語がない。

そもそも律令制の国名表示は、和銅六年(七一三)に元明天皇が国や郡の名に好字を二字つけるように命じたことが始まりである。もちろん、それまでにも武蔵を尤邪志と記したように、同音の地名があったに違いないが、相模については不明であった。

ところが、現代の韓国語で「相模」を読むと「Ｓａｎｇｍｏ」となり、「サガミ」に近い発音なのである。『日本書紀』の天智五年（六六六）に「百済人男女二千余人東国移住」とあるように、南関東は百済人の入植地であり、後には高麗郡も置かれている。そんなことを考えなくとも、古代の漢字音に朝鮮半島の影響があったことは、いまや常識であり、私の推論もトンチンカンとは思えない。

そんなことを考えている内に、東日本の発音は想像以上に韓国語に近かったのではないかと思い始めた。

それは「東北弁」には、韓国語にあって日本語にない発音が存在しているからである。

昔、落語で東北弁を茶化して、「新宿・渋谷・品川方面」を「スンズク・スブヤ・スナガワ方面」と言っていた。すなわち、イ行をウ行で発音すると東北弁らしくなるのである。「新聞・寿司・雑誌」を「スンブン・スス・ザッス」と発音するのも同様である。

日本語は五母音であるが、韓国語には八母音あり、イとウの発音の他に、その中間的な発音（唇を平たくして発音するウ）が存在している。それが東北弁には顕著にみられるのである。

そう言えば、昔の日本語は八母音であったという。いわゆる上代特殊仮名遣いであり、「イ行」と「エ行」と「オ行」に甲と乙の二種類の発音があり、万葉集などでは漢字借音によって厳密にかき分けていたというのである。もっとも最近の学説では、七母音説とか五母音説とかが優勢で、むやみに八母音説を持ち出すわけには行かないが、東北弁のイとウの中間の発音を上代特殊仮名遣いにあてはめるなら、「イ行」の乙音となる。

越路吹雪の「愛の賛歌」を聴いていると「燃ゆる～くちづけを～」の「る～」を「歯を食いしばって」発音している。これが越後弁特有の「ウ行音」であり、新潟に疎開した経験のある私は、簡単に新潟出身者を見分ける。これもイとウの中間的な発音なのである。

もっとも、標準日本語でも、スとセの母音だけが、通常の唇を丸めたウの発音ではなく、唇を平たくしたイ音に近いウの発音となっている。

もうひとつ韓国語との対比で、気になるのは「濁音」である。韓国語では、語頭に濁音が無いが、語中では逆に濁音となる。韓国人は「どこへ行く」と言う発音ができず「とこへ行く」と言う。その一方で、「讃岐うどん」の発音ができずに「サヌギうどん」という。

この法則は一部で日本語にも見られることであり、和歌の世界では、かなに濁音を振らなくとも問題なく詠めた。

そんなことを考えている内に、古代の国名や地名に「語中濁音」が多いのに気がついた。吾妻、安曇をはじめとして、長門、吉備、出雲、因幡、但馬、丹波、淡路、和泉、伊賀、伊豆、駿河、相模、飛騨、加賀、佐渡、上総、多賀など二音目に濁音がくる例が非常に多いのである。

ところが、九州・四国には濁音のつく律令国が見当たらない。熊襲をはじめとして、筑紫、豊、肥、日向（ヒムカ）、大隅、薩摩、壱岐、対馬、阿波、讃岐、伊予、土佐などである。金印の出た「志賀の島」もシガではなくシカであるし、邪馬台国に比されることの多い日田もヒタと濁らない。宇佐もその例になるであろうか。

そのような現象は、魏志倭人伝にも関係しているかも知れない。魏志倭人伝に出てくる人名や職名や三十余の国名にも濁音が極めて少ないのである。

もちろん、魏志倭人伝の表記の読み方などわかっているわけではないが、通説に従うかぎり、濁音は見られない。たとえば、比較的に安定した読みとなっている卑弥呼（ヒミコ）、卑弥弓呼（ヒミココ）、台与（トヨ）、卑狗（ヒコ）、爾支（ニキ）、卑奴母離（ヒナモリ）、弥弥那利（ミミナリ）、狗古智卑狗（ククチヒコ）、不弥（フミ）、対馬（ツシマ）、末盧（マツロ）、伊都（イツ）、邪馬台（ヤマタイ）などには濁音がないのである。

もしかしたら、卑弥呼の住む邪馬台国地域には濁音が少なかったのでないか。逆にいえば、九州以外の日本海側や関東地方、東北地方などでは、韓国式に語中で濁る発音が多かったのではないか。

もし、こんな仮説が成り立てば、邪馬台国は九州にあったことになる。







